
▲▶
水害の被害により一時閉鎖していた水海道
児童センター（上　天満町）と、三坂児童館

（右　三坂町）で、イベント（ワッフルづくり）
や夏まつりを行いました。

水
害
か
ら
１
年
。

復
興
へ
の
道
の
り
は
長
い
け
れ
ど
、

私
た
ち
は〝
元
気
〟で
す
！
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こ
の
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
か
ら
当
協
議
会
の
運
営
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
水
害
で
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
現
：
地
域
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

を
立
ち
上
げ
、
多
く
の
方
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
被
災
家
屋
の
・
復
旧
・

復
興
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
も
、
被
災
家
屋
の
復
旧
作
業
と
支
援
の
必

要
な
世
帯
へ
の
訪
問
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
た

と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
か
ね
て
か
ら
当
協
議
会
で
実
施
し
て
い
た
サ

ロ
ン
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
社
協
支
部
活
動
へ
の
協
力
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
〝
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
〟
を

引
き
続
き
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
福
祉
拠
点
と
し
て
、
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
三
坂
児
童
館
、
水
海
道
児
童
セ
ン
タ
ー
と
４
施
設
の
指
定

管
理
を
受
託
す
る
ほ
か
、
介
護
保
険
事
業
所
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
の
運
営
も
併

せ
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

基
本
目
標
で
あ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
福
祉
の
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
行
政
と
協
働
し
な
が
ら
、

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新会長あいさつ

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
福
祉
の
ま
ち
を

常
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
　
神
　
達
　
岳
　
志

　

サ
ロ
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
水

害
後
、
居
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
高
齢
者
が
多
く
、
み
ん
な
で
集
ま
れ

る
場
所
が
必
要
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
主
役
の
楽
し
い
雰

　

水
害
後
に
「
さ
く
ら
サ
ロ
ン
」
を
始

め
た
石
塚
由
佳
さ
ん（
水
海
道
橋
本
町
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

水害から１年

さ
く
ら
サ
ロ
ン

第
１
・
第
３
水
曜
日

八
間
掘
団
地
集
会
所
で
開
催

サ
ロ
ン
情
報

おしゃべりと
笑 顔で

地域のつながり作り

　社協では、だれもが気軽に参
加できる地域のたまり場（サロ
ン）活動をすすめています。

囲
気
作
り
、
会
場
は
段
差
が
多
い
た
め
、

安
全
面
へ
の
配
慮
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
こ
う
い

う
場
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。」「
み
ん
な

と
の
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
。」
と
の
声

が
聞
か
れ
、
今
で
は
生
き
が
い
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
い
ろ
ん
な
世
代
の
人
と
交

流
し
て
い
き
た
い
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
の

み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
な
が

ら
、
長
く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

▲時には歌を歌ったりと、みんなで楽
しめるイベントを開催しています。

▲みんなで集まると話が尽きません。
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平
成
28
年
度
社
協
会
員
会
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、社
協
支
部
長
、各
自
治
区
の
役
員
の
方
々

に
は
、
会
員
加
入
促
進
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
水
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
も
引
き
続
き
会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
地

域
の
復
興
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
高
齢

者
、
児
童
、
障
が
い
者
の
福
祉
の
充
実
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
活
動
の
推
進

な
ど
、
幅
広
い
事
業
を
実
施
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

法人特別会員会費一覧（敬称略）
９月２日現在

法　人　名 金額（円）
居宅介護支援事業所　きぬ医師会病院 5,000
高砂製紙㈱ 5,000
㈱日本金剛砥石製作所 5,000
㈱ＣＡＰコンサル 10,000
リスカ㈱ 10,000
秋場自動車整備工場 10,000
デイサロン彩葉 10,000
松枝印刷㈱ 10,000
東武観光㈱　常総営業所 10,000
㈱染谷工務店 10,000
㈱たんざわ 10,000
㈱小島ポンプ 10,000
特別養護老人ホーム　筑水苑 10,000
川光物産㈱ 10,000
㈱京まろん 水海道工場　 5,000
特別養護老人ホーム　よしの荘 10,000
㈲健友リース 10,000
新井土木㈱ 10,000
㈱大木精肉 10,000
㈲中福 10,000
平成理研㈱　茨城営業所 10,000
橋本塗装工業㈱ 10,000
㈱フルヤ建商 10,000
㈲青木交通 10,000
㈱大木組 10,000
日本ﾊﾑ食品㈱　関東プラント 5,000

合　　　計 235,000 

支部別会員会費一覧
９月２日現在

支 部 名 金額（円） 支 部 名 金額（円）

水 海 道 高 野 町 50,500 菅 原 353,500 

水 海 道 天 満 町 212,700 大 花 羽 227,000 

水 海 道 亀 岡 町 30,500 三 妻 528,000 

水 海 道 本 町 49,000 五 箇 469,000 

水 海 道 元 町 32,000 大 生 605,500 

水 海 道 栄 町 95,100 坂 手 476,500 

水 海 道 宝 町 132,700 内 守 谷 481,500 

水 海 道 諏 訪 町 135,500 菅 生 919,000 

水 海 道 橋 本 町 199,500 石 下 828,000 

水 海 道 森 下 町 185,500 豊 田 281,000 

水 海 道 渕 頭 町 77,500 玉 227,000 

水 海 道 山 田 町 180,000 岡 田 489,600 

水 海 道 川 又 町 40,000 飯 沼 419,200 

豊 岡 672,500 合　計 8,397,800 

社協会員会費お礼と報告
ご協力ありがとうございました

社協会員会費　　  ８，３６４，８００円

法人特別会員会費　　２００，０００円

市民とともに歩むまちづくり

▲地域の行事への支援も行っています。（水海
道元町イベント「 おしゃべり会」）
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赤い羽根共同募金運動に
ご協力をお願いします

運動期間：10 月 1日〜12 月 31日

共
同
募
金
運
動
は
…

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
毎

年
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
県

共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
県

内
の
福
祉
施
設
や
団
体
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、

当
市
で
も
地
域
福
祉
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
歳
末

た
す
け
あ
い
見
舞
金
な
ど
に

活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
当
市
で
発
生
し
た
水
害
後
、

救
援
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
資
金
と

し
て
拠
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
運
動
は
、
今
年

も
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ

ま
す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く

り
実
現
の
た
め
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

小学校の運動会・お店の店頭・イベント会場など

　地域女性団体連絡会、社協支部、民生委員・児童
委員、子ども会など、各種団体の皆さんが街頭募金
を実施いたします。
　ご協力をお願いいたします。

戸
別
募
金
の
お
願
い

　

昨
年
度
は
、
水
害
の
た
め

戸
別
募
金
を
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
例
年
同
様
各
世
帯
の
皆
さ

ま
に
は
、
自
治
区
長
な
ど
を

通
じ
て
募
金
を
お
願
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
の
充
実
の

た
め
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
福
祉
出
前
講
座
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
）

お問い合わせ先
茨城県共同募金会常総市支会

（常総市社会福祉協議会）
TEL   23 － 2233　　FAX   23 － 2234

　共同募金の使いみちの詳細
は、赤い羽根データベース「は
ねっと」でご覧になれます。

赤い羽根　　検 索

街頭募金のお知らせ
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助成対象　市民を対象とした地域福祉活動

　　　　　　（平成２９年１月～３月に実施する活動）

申請期間　１１月１日（火）～１１月３０日（水）

助成金額　１０万円を上限に活動総額の８割以内

　　　　　　（助成金額は審査のうえ決定します。）

※ 詳細は、社協までご相談ください。

ありがとうメッセージ
赤い羽根地域づくり応援助成事業実施報告

赤い羽根
募金の
使いみち

　社協では、市民が自主的に行う高齢者介護予防、生きがいづくり、障が
い者支援、防災など地域福祉活動を応援するため、共同募金を財源とした
助成を行っています。活動報告の一部を紹介します。
※ 助成事業の報告は、社協ホームページで公開しています。

団 体 名：横曽根親睦会
事 業 名：三世代合同草餅つき
主な内容：草餅つきを通して地域の世代間交流
ありがとうメッセージ
　三世代合同の草餅つきができました。子どもから高齢者ま
で、ふれあいの場ができ、皆さんとても喜んでいました。あ
りがとうございました。

赤い羽根地域づくり応援助成事業
平成２８年度第３期募集のお知らせ

団 体 名：社会福祉協議会玉支部
事 業 名：第８回はつらつスポーツ交流会
主な内容：健康体操、オーバルボールによる高齢者の交流
ありがとうメッセージ
　助成金を活用させていただき、地域の福祉活動や
地域の連携をより深めながら、楽しく元気に有意義
な時間を過ごさせていただきました。ありがとうご
ざいました。
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今
年
度
、１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
（
大

正
５
年
４
月
１
日
か
ら
大
正
６
年
３
月

31
日
に
生
ま
れ
た
方
）は
13
人（
男
１
人
、

女
12
人
）、
市
内
最
高
齢
者
（
明
治
41
年

生
ま
れ
）
は
、１
０
８
歳
で
１
人
（
女
）、

88
歳
を
迎
え
る
方
（
昭
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
昭
和
４
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

　
社
協
で
は
、
毎
年
９
月
に
市
と
の
共
催
事
業
と
し
て
１
０
０
歳
を
迎
え
る

方
や
市
内
最
高
齢
の
方
、
ま
た
、
88
歳（
米
寿
）を
迎
え
る
方
を
訪
問
し
、
褒

状
や
お
祝
い
品
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

「
福
祉
座
談
会
の
開
催
」

　

平
成
26
年
度
に
１
回
目
の
座
談
会

を
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
２
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
座
談
会
で
出

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く
に

は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
か

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

５グループに分かれて話し合い、そして結果報告。素晴らしい
アイデアが次々と発表されました！

慣れない作業に四苦八苦。それでも
だんだんとまとまっていきました。

支部長の
和田節男さん

社協岡田支部
　社協には２７の支部があります。より地域に密着した
福祉活動を進めるために様々な活動を行っています。

　７月 31日、中沼公民館で岡田支部の役員を
はじめ、区長、ボランティア、学校関係者、シ
ルバークラブ、民生委員、子供会などが集まっ
て福祉座談会を開催しました。

みんなで地域の課題に取り組む

は
３
３
９
人
（
男
１
０
４
人
、
女

２
３
５
人
）
で
す
。

　

１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
と
市
内
最
高

齢
者
の
お
宅
へ
は
、
９
月
18
（
日
）
に
、

88
歳
を
迎
え
る
方
の
お
宅
へ
は
、
９
月

28
日
（
水
）
に
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

“長寿のお祝い、なんて言うの？”
年齢（数え） 祝い名 読み方

61 歳 還暦 かんれき
70 歳 古稀 こき
77 歳 喜寿 きじゅ
80 歳 傘寿 さんじゅ
88 歳 米寿 べいじゅ
90 歳 卒寿 そつじゅ
99 歳 白寿 はくじゅ
100 歳 百寿 ひゃくじゅ
108 歳 茶寿 ちゃじゅ
111 歳 皇寿 こうじゅ

まめちしき
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結
婚
を
機
に
常
総
市
に
住
ん
で
30
年
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
も
縁

遠
く
な
る
と
、
私
の
性
格
も
あ
っ
て
、
隣
近
所
の
方
と
さ
え
挨

拶
程
度
の
お
つ
き
あ
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
昨
年

の
水
害
が
起
き
ま
し
た
。
停
電
、
電
話
も
不
通
に
な
り
ま
し
た

が
、
近
所
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
「
給
水
あ
っ
ち
で
や
っ
て
る
よ
」

「
公
民
館
に
お
に
ぎ
り
が
あ
る
よ
」
な
ど
の
声
か
け
。
生
活
情

報
が
な
く
不
安
な
中
、
誰
も
が
大
変
な
時
な
の
に
、
ど
ん
な
に

心
強
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
域
の
つ
な
が
り
の
あ
り
が
た

み
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
は
、
少
し
づ
つ
で
も
地
域
に
活
動

の
場
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
う
日
々
で
す
。

広
報
委
員
　
土
井  

奈
穂
子

現　　金

㈱オリエンタル商事

コカ・コーライーストジャパン㈱

山本ヒデ子

水海道中学校昭和36年度卒業生　古希記念同窓会

28,043 円

6,025 円

1,000 円

33,159 円

災 害 支 援 金

けやきの会 10,000 円

物　　品

坂東市シニアクラブ連合会女性委員会　　　　 お手玉、ゴミ箱

株式会社北総交通、正和産業㈱、けんちの苑水海道、中茎道夫、
株式会社大木組　　　　　　　　　　　  以上、使用済み切手

平成28年7月5日～9月2日（敬称略）

　

祇ぎ
お
ん
さ
い

園
祭
の
興
奮
が
ま
だ
冷
め
止や

ま
な

い
７
月
23
日
、
水
海
道
天
満
町
演
芸
部

少
年
部
が
老
人
施
設
千せ
ん

の
杜も
り

（
菅
生
町
）

で
お
囃は
や
し子
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
る

施
設
利
用
者
や
近
所
の
人
た
ち
で
、
会

場
は
満
員
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
囃は
や
し子
が
始
ま
る
と
、
ホ
ー
ル
は
一

気
に
お
祭
ム
ー
ド
に
変
わ
り
、
間
も
な

く
お
面
を
付
け
た
小
さ
な
お
か
め
が
登

場
し
て
く
る
と
、
そ
の
可
愛
い
ら
し
さ

に
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
次
々
に
登
場
し
て
く
る
子
ど

も
た
ち
の
ひ
ょ
う
き
ん
な
身
振
り
手
振

り
に
、
会
場
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま

す
。

　

染
谷
清
さ
ん
が
演
ず
る
大
黒
様
が
登

場
す
る
と
ま
た
空
気
は
が
ら
り
と
変
わ

り
、
そ
の
福
々
し
い
姿
は
、
観
て
い
る

も
の
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
付
け
る
お
面
は
表
情
豊

か
で
個
性
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
く
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
染
谷
さ
ん
の
製

作
に
よ
る
も
の
で
す
。

▲ドキドキしながら出番を待つ子どもたち。

　

代
表
を
務
め
る
染
谷
さ
ん
が
、
小
中

学
生
に
お
囃
子
と
踊
り
を
教
え
始
め
て

か
ら
32
年
に
な
り
ま
す
。

　
「〝
伝
統
あ
る
神か
ぐ
ら楽
を
絶
や
し
た
く
な

い
、
後
継
者
を
育
て
た
い
〟
の
一
心
で

続
け
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
祇
園
祭
で

は
、
常
総
市
の
水
害
か
ら
の
復
興
を
願

い
神
楽
を
奉
納
し
ま
し
た
」
と
染
谷
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る

祇
園
祭
で
す
。

広
報
委
員
　
下
拂  

有
子

千
の
杜
に〝
大
黒
様
〟が
や
っ
て
き
た
ぁ
～
?!

　
　
　
～
水
海
道
天
満
町
演
芸
部
少
年
部
～
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